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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第７回武蔵村山市市民協働推進会議 

開 催 日 時 平成２３年５月３０日（月）午後７時～９時 

開 催 場 所 市民総合センター２階会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：（座長）渡辺龍也、（委員）木村祐子、鴻田臣代、塩田和行、

藤崎由美子、安島敏、伊藤輝男、佐々木久子 

（欠席）（副座長）杉澤幹生・高木寛之、（委員）飯塚十日子、中島秀

雄、小西喜芳、藤本信子 

（事務局）地域振興課長、地域振興課主査、地域振興課主事２名 

報 告 事 項 
１ 第６回武蔵村山市市民協働推進会議の会議録について 

２ その他 

議 題 
議題１ 推進会議報告書(案)の決定について 

議題２ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等 を 記 載 す る 。 ） 

第７回武蔵村山市市民協働推進会議 

報告事項１ ６月３日（金）までに訂正等の連絡をする。 

報告事項２ 特になし 

議題１ 推進会議報告書(案)の決定について 

 推進会議報告書の最終確認は座長と副座長が確認する。 

議題２ その他 

事務局にて調整のうえ、正副座長より平成２２年度武蔵村山市市民協

働推進会議報告書を市長へ報告する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

□印：座 長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

第７回武蔵村山市市民協働推進会議 

報告事項１ 第６回武蔵村山市市民協働推進会議の会議録について 

      ６月３日（金）までに訂正等の連絡をする。 

報告事項２ その他 

      特になし 

議題１ 推進会議報告書(案)の決定について 

（報告書の構成について） 

●平成２２年度に検討していただいた武蔵村山市市民協働推進会議報告

書(案)について本日決定し、６月上旬に市長へ報告をお願いしたい。 

□報告書について、修正等の意見はあるか。 

○報告書はよくまとまっている。 

○３頁の市民参加に関する意識調査を見ると、市民参加に関する市民の

意識が低い。また、市民協働に関する職員の意識も低い。 

○市民協働に対する、職員の意識改革の講習等は、まだ行っているの

か。 

●職員の意識改革は今後も行っていく。 

○委員である我々も、市民協働推進会議に参加する中で、何年もかけて

意識が変わってきたので、そう簡単には改善されない。 

○６頁、７頁に記載してあるワークショップ、パワーアップ講座の開催

日時を記載してほしい。 

○７頁のＫＪ法の記載の仕方を、２頁の最下部の「協働事業提案制度と

は」の様に記載してほしい。 

○パワーアップ講座の講師である杉山氏が実施した、公共サービス民営

化制度は「埼玉県」ではなく、「千葉県」で実施したので修正してほし

い。 
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○市民協働推進会議に参加することによって、市民協働の意味を理解で

きたが、この報告書は市民が閲覧できる場所に配布するのか。また、内

容もこのままの形で配布するのか。 

○配布するときには、内容をもっとわかりやすく、見やすくしてほし

い。 

○何年もかけて作成した報告書なので、市民に見てもらわないと意味が

ない。 

●ホームページで公開する場合は、このままの内容で公開する。外部に

配布する際は、わかりやすく、見やすくするなどの工夫を考えてみた

い。 

□前回までの報告書には、提案制度のフローチャートが記載されていた

が、今回も記載したほうがよい。 

●フローチャートは記載できるが、当初予定より数ヶ月遅れているの

で、日程の記載は避けたい。 

□それでよいと思う。 

□拡大委員会という名称よりも、拡大会議にしたほうがよい。また、拡

大会議に参加する際、臨時委員としてではなく、オブザーバーとしての

参加でも充分である。 

○最後のむすびの内容についてだが、８行目の「現在の推進メンバーだ

けで」から「取り組んでいくことになるでしょう」までの文章は適切で

はないので削除してほしい。 

○団体育成の補助金額と協働事業の補助金額などの、資料は報告書に盛

り込まなくていいのか。 

○２１年度の報告書に記載しているので、必要ないのではないか。 

□補助金額等の参考資料は今回の報告書に盛り込んで、「２１年度市民

協働推進会議報告書より抜粋」と表記してほしい。 

●了解致しました。 

□内容を修正後の最終的な報告書は、座長と副座長が確認するというこ

とでよいか。 

-異議なし- 

（今後の市民協働推進会議について） 

○会議の開催日程はいつ頃になるか。 

●報告書を市長へ報告し、その後、新しい委員構成による市民協働推進

会議を設置し、開催していく予定である。 

○委員の公募を行う期間はどのくらいなのか。 

●２週間から３週間程度を考えている。当初予定されていた日程より

も、数ヶ月遅れて進んでいるので、出来るだけ前倒しでやっていきた

い。 

○次回の市民協働推進会議の委員の任期は２年なのか。 

●そのように考えている。 

○提案制度が今年度の３月までに選定できるようにしてほしい。 

●来年度の予算編成に反映できるように選定したいと考えている。 

（今後の事業の進め方について） 

○何年間も市民協働推進会議に参加しているが、未だにＮＰＯと自治会

の交流がない。 

○ＮＰＯと自治会の交流する場があれば、もっと色々な意見等がでてく

るのではないか。 

○おまつり等の行事の場で、ＮＰＯと自治会の交流を作ってみてはどう

か。 

議題２ その他 
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    特になし 

 
 
 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     市民生活部  地域振興課 （内線： ２２２  ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


